
12 月 14 日（火）「ごっと助産院」院長を招き、保健講話を行いまし

た。2 年生には「命の尊さ・大切さと、思春期の心の理解」をテーマに、

命の尊さと親や家族への感謝と思いやりの心を持つこと。思春期の心と

体を大切にした人との関わり方を教えて頂きました。□□□□さんが、

30キロのおもりを身に付け、妊婦の大変さを体験しました。お母さんの

大変さを、身をもって味わったことにより、お母さんへの感謝の気持ち

を伝えると共に、将来奥さんをいたわる優しい旦那さんになることと思

います。3年生は「私もあなたも大切な存在 =輝いて生きる= 」と題し、

生命尊重と感謝の心を持ち、より良く生きようとすることの価値。自他

を大切にし、高め合える人との関わり方・男女交際についてお話し頂き

ました。その際、大切にしたい 6 つの「あ」を生徒に示してくださいま

した。『あわてない、あせらない、あきらめない、安心できる場を見つ

ける、（自他を）愛する、ありがとう』 

殺伐としたニュースが多い中で、人の命・自分の命、今という時間、

今いる空間、家族、仲間など色々と考えることができた時間でした。   

そして、今でも優しい 2 年生、3 年生が、講話を通して更に優しい人に

なりそうな、心温まる時間でもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 
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 2 年生の取り組みです。前号で紹介した「三年生になるま

でに達成する 8つのこと」を生徒各自が、自分の行動に照ら

し合わせ、具現化したものです。優しさあり、強さあり、厳

しさあり。これらの取り組みが、後藤敬子さんが３年生に示

して下さった、6つの「あ」により、「大切にしていくべき事」

として明確になり、自信につながっていくことと思います。 

 

 ３年生は、放課後コンピューター室で自主学習に取り組んでい

ます。今日習ったことで分からなかった所をもう一度解いてみ

る。もっと難しい問題に挑戦する。それぞれの生徒がそれぞれ課

題を持って集まります。教え合いの場面も見られ、受験に向けて

皆でがんばろうとする姿が見られます。励ましの言葉として「受

験は団体戦」と言われます 

が、３年生 

はすでに 

チームで 

向かって 

います。 

 

 立中生全員が、1 年間で１度以上、全校生徒に声を届ける

昼の放送企画が大詰めを迎えています。 

① 今年の立中生活で一番楽しかったことは？ 

② 自分達の学年で自慢できることは？ 

③ 学年のみんなに伝えたいことは？ 

④ 好きな教科は？ 

⑤ その教科の面白さを伝えてください。 

⑥ 将来の夢を教えてください。 

⑦ そのために、これからの学校生活で頑張りたいことは？ 

などの質問にどんどん答えていきます。放送委員は、返答

を受けての質問や、自分の思いも伝え 

話を広げていきます。 

 

 

 1 年生の授業風景です。みんな集中し、手本とにらめっこしな

がら書き上げています。どの作品にもそれぞれの個性が表現され、

勢いもあります。生徒一人ひとりのあたたかさを感じることがで

きる作品です。どんどん上達する 

様子が見ていてもうれしく、改めて 

生徒の持つ可能性を感じます。 

 


